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つ
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長
月丁
目
水
星

ルは叢大の新聞で､インターネットで見える
｡0NLINEもあります｡この記事も掲載され
'｡URLはhttp://www.kuenselonline.com/
言

１

イ
ン
ド
・
ブ
ー
タ
ン
の
旅

り
　
　
八
月
十
九
日
か
ら
二
十
八
日
の
旅
の
報
告
で
す
。
妙

　
　
　
江
先
生
は
じ
め
コ
竹
八
名
で
の
旅
で
し
た
。
デ
リ
ー
で

な
　
は
片
山
光
昌
さ
ん
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ラ
デ
ィ
ソ

　
　
　
ン
ホ
テ
ル
泊
。
二
十
日
、
デ
リ
ー
か
ら
パ
ト
ナ
ヘ
飛
行

力
　
機
で
移
動
。
パ
ト
ナ
か
ら
車
で
ブ
ダ
ガ
ヤ
ヘ
。
支
院
に

　
　
　
て
イ
ン
ド
留
学
中
の
片
山
妙
晏
上
人
も
加
わ
っ
て
御
経

は
　
納
受
。
二
十
一
日
、
霊
鷲
山
参
拝
。
二
十
二
日
、
大
仏

　
　
　
塔
参
拝
。
サ
ン
ジ
ャ
イ
さ
ん
宅
訪
問
。
午
後
パ
ト
ナ
か

信
　
ら
デ
リ
ー
ヘ
移
動
。
デ
リ
ー
泊
。
二
十
三
日
、
ブ
ー
タ

ン
、
パ
ロ
空
港
へ
、
ブ
ー
タ
ン
尼
僧
財
団
の
タ
シ
・
ザ

ン
モ
さ
ん
ほ
か
の
出
迎
え
が
あ
り
ま
し
た
。
テ
ィ
ン

プ
ー
ヘ
移
動
。
ペ
リ
ン
ホ
テ
ル
泊
。
二
十
四
日
、
ジ
グ

ミ
・
テ
ィ
ン
レ
イ
首
相
と
首
相
官
邸
で
面
会
。
法
王
と
面

会
。
図
書
館
、
民
族
資
料
館
見
学
。
二
十
五
日
、
タ
ク

ツ
ア
ン
寺
院
参
拝
。
参
拝
に
行
か
れ
な
か
っ
た
一
行
は

別
の
場
所
を
訪
問
。
首
相
公
邸
で
ア
ム
ダ
の
難
波
妙
さ

ん
も
参
加
さ
れ
て
夕
食
会
。
二
十
六
日
、
昼
間
は
郵
便

局
な
ど
で
買
い
物
、
夕
方
は
ペ
マ
さ
ん
主
催
の
夕
食

会
。
二
十
七
日
、
パ
ロ
か
ら
デ
リ
ー
、
シ
ン
さ
ん
が
出

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
午
後
デ
リ
ー
観
光
後
、
シ
ン
さ

　
　
安
岡
泰
樹

ん
と
片
山
光
昌
さ
ん
の
見
送
り

を
受
け
て
成
田
へ
。
二
十
八

日
、
成
田
着
。
下
段
の
二
枚
の

写
真
は
ブ
ー
タ
ン
の
新
聞
二
紙

に
載
っ
た
記
事
で
す
が
、
今
回

の
訪
問
は
救
急
車
贈
呈
関
連
の

こ
と
と
、
ブ
ー
タ
ン
の
尼
僧
の

地
位
向
上
へ
の
協
力
要
請
に
関

連
し
て
の
も
の
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
掌

8月21日ブダガヤインド分院にて
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ブ
ダ
ガ
ヤ
分
院
参
拝
報
告
と
お
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
山
妙
晏

　
　
八
月
十
九
日
に
プ
ネ
ー
を
出
発
し
、
ブ
ダ
ガ
ヤ
に

到
着
。
二
十
日
に
は
、
妙
江
先
生
ご
一
行
様
に
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ブ
ダ
ガ
ヤ
は
、
非
常
に
蒸

し
暑
く
、
水
や
電
力
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
と
い
う
厳
し
い

環
境
で
し
た
が
、
妙
江
先
生
の
ご
到
着
に
よ
り
、
激
し

い
雨
が
降
り
始
め
、
温
度
が
下
が
り
、
雨
量
が
少
し
で

も
増
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
は
こ
れ
よ

り
暑
い
と
う
か
が
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
、
お
休
に
お

気
を
つ
け
下
さ
い
ま
せ
。

　
さ
て
、
妙
江
先
生
ご
一
行
様
到
着
後
、
分
院
に
て
皆

で
御
経
納
受
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
先
生
を
先
頭
に
、

お
上
人
や
信
者
さ
ん
が
同
行
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
非
常
に
力
強
い
、
気
持
ち
よ
い
お
経
で
し
た
。
神

様
は
勿
論
の
こ
と
、
ア
ム
ダ
ピ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ク

サ
ラ
先
生
や
、
デ
リ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
て
来
ら
れ
た
女

医
の
ヴ
ェ
ー
ダ
先
生
も
妙
江
先
生
ご
一
行
の
ご
到
着
を

心
待
ち
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
女
医
さ
ん
は
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
の
方
で
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
儀
式
に
従
っ
て
、
マ

ン
ト
ラ
を
唱
え
な
が
ら
、
花
飾
り
を
準
備
し
て
出
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
次
の
日
は
、
霊
鷲
山
参
拝
組
と
休
憩
組

に
分
か
れ
て
自
由
行
動
で
す
。
二
二
日
午
前
中
も
、
大

仏
塔
参
拝
組
と
休
憩
組
に
分
か
れ
、
昼
前
に
は
、
サ
ン

ジ
ャ
イ
さ
ん
の
赤
ち
ゃ
ん
、
ス
イ
ー
テ
ィ
ち
ゃ
ん
を
見

に
お
宅
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
眼
が
真
ん
丸
で
大
き
く

愛
ら
し
い
サ
ン
ジ
ャ
イ
さ
ん
に
似
た
赤
ち
ゃ
ん
で
し

た
。
昼
食
後
、
先
生
一
行
は
ブ
ダ
ガ
ヤ
を
出
発
さ
れ
、

デ
リ
ー
に
夜
到
着
。
次
の
日
か
ら
ブ
ー
タ
ン
に
出
発
さ

れ
ま
し
た
。
私
は
、
ブ
ダ
ガ
ヤ
に
て
お
別
れ
を
し
、
次

の
日
の
早
朝
出
発
し
、
夜
に
は
プ
ネ
ー
に
到
着
で
す
。

あ
っ
と
い
う
間
の
数
日
間
で
し
た
が
、
皆
様
に
お
会
い

で
き
た
こ
と
、
素
敵
な
会
話
に
出
会
え
た
こ
と
に
感
激

し
ま
し
た
。

　
「
ど
ん
な
に
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ブ
ダ
ガ
ヤ
は
お

釈
迦
様
の
聖
地
で
あ
る
か
ら
頑
張
れ
る
」

こ
れ
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
で
私
達
と
同
じ
仏
教
徒
で

あ
る
ク
サ
ラ
先
生
の
言
葉
で
す
。
実
に
、
ブ
ダ
ガ
ヤ
は

イ
ン
ド
の
中
で
も
最
も
貧
し
い
地
域
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
モ
ン
ス
ー
ン
の
時
期
も
雨
が
降
り
ま
せ
ん
か
ら
、

水
不
足
。
ま
た
、
停
電
の
毎
日
。
夏
の
一
番
暑
い
五
十

度
の
中
、
高
風
植
毛
停
止
し
、
蒸
し
風
呂
状
態
の
中
で

生
活
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
妙
江
先
生
も
、

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
い
つ
も
お
釈
迦
様
が
原
点

で
あ
っ
て
、
そ
の
視
点
で
も
の
を
考
え
、
行
動
さ
れ
て

い
る
と
お
っ
し
や
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、

　
「
妙
綸
上
人
は
、
イ
ン
ド
か
ら
帰
っ
た
後
、
調
子
は
如

何
で
す
か
」

　
「
比
較
的
、
元
気
で
す
」

　
「
神
様
か
ら
パ
ワ
ー
を
頂
け
る
か
ら
で
し
ょ
う
ね
」

こ
れ
は
、
田
中
順
子
さ
ん
と
妙
綸
上
人
の
会
話
で
す
。

皆
様
、
お
盆
等
の
行
事
が
重
な
り
忙
し
い
中
、
イ
ン
ド

や
ブ
ー
タ
ン
の
旅
と
い
う
こ
と
で
大
変
お
疲
れ
で
あ
る

こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

会
話
が
気
持
ち
よ
く
か
わ
せ
る
「
信
仰
」
の
素
晴
ら
し

さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
妙
江
先
生
は
、
全
身
鍼
だ
ら
け
で
、
疲
れ
た
足
を
引

き
ず
り
な
が
ら
動
き
回
っ
て
ら
っ
し
や
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
妙
江
先
生
や
泰
俊
上
人
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
本
で
の
寺
院
建
立
と
、
ブ
ダ
ガ
ヤ
分
院
の
建
立

が
重
な
り
、
お
忙
し
い
中
、
何
度
も
イ
ン
ド
ヘ
足
を
運

ば
れ
、
大
変
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
お
蔭
で
、
留
学
中
に
、
分
院
へ
参
拝
す
る

ご
縁
を
結
ん
で
頂
け
た
こ
と
、
ま
た
、
二
年
間
の
間
、

イ
ン
ド
で
妙
江
先
生
に
三
度
も
お
会
い
で
き
た
こ
と
、

信
者
様
か
ら
励
ま
し
の
お
言
葉
、
お
手
紙
を
頂
け
た
こ

と
、
す
べ
て
に
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
掌

　　　ブダガヤインド分院設置のパンフレット

片山妙晏上人が作成に取り組まれたアムダピースクリ

ニックの紹介を含んだブダガヤ分院設置用の日本語、英

語、ヒンディー語パンフレット。　３、４頁にその日本語

パンフレットをを掲載しています。

２
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　　＜ＡＭＩＤＡピースクリニック≫

　AMDAは、1984年に創設され√世界30か国

に支部がある国連ＮＧＯとして、“相互扶助に

もとづいた世界平和”について国連への政策

提言とその実現を目指しています。「困った

時はお互い様」の相互扶助は、「存在に敬意

を払う」人権と同じく世界平和実現に重要な

コンセプトです。

　「教える命があればどこまでも」のスロー

ガンのもと、世界の難民や災害被災者救援医

療活動に､AMDA多国　医師団を派遣してきま

した。現在までに、

霖

か国Ilo件におよんで

います。

　AMDAピースクリニックは、仏教の聖地であ

るブダガヤに、日蓮宗太生由………-£ヽ寺別院に併

設して開設さ料ました。………‘£ヽ寺別院では、紛

争や災害で亡くなられた方々の魂への祈りと

世界平和への祈念をします。クリニックでは、

インドの伝統医学であるアユルペーダ治療を

実施するとともに、ガヤ医科大学と連携して

ビハール州の人たちのために救急医療や災害

医療活動を実施する予定です。

　ちなみに、AMDAの人道援助の三大原則を紹

介します。

１）誰でも他人の役に立ちたい気持ちがある。

2）この気持ちの前に、宗教、民族や国家の壁

　　は無い。

3）援助を受ける側にも、プライドがある。

　　　　　　アムダ代表　菅波　茂

本部住所:〒700-0013岡山市北区伊福町3-3トI

TI3L :+81･86,252-7700.F8x z +81-86-252-7717

　　　　　Website : www.amda.oli）
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